
ハ
タ
ノ
シ
ス
テ
ム
社
長
　
　
　
　
（
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ
女
性
部
会
）
波
多
野
　
容
子
氏

再
生
エ
ネ
軸
に
環
境
事
業
発
電
設
備
の
ノ
ウ
ハ
ウ
生
か
す

トップインタビュー

　
は
た
の
・
よ
う
こ
　

年

昭

跡
見
女
子
学
園
短
大

卒
、
同
年
ハ
タ
ノ
工
業

現
ハ
タ
ノ
シ
ス
テ
ム

入
社
。

年

社
長
。
東
京
都
出
身
。

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ
女
性
部

会
の
ハ
タ
ノ
シ
ス
テ
ム

東
京

都
目
黒
区
、
０
３
・
５
７
４
０

・
６
２
６
１

は

エ
ネ
ル
ギ

ー
の
ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
企

業

を
掲
げ
る
。
主
力
で
あ
る

発
電
設
備
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
軸
に
し
た
環
境
事
業
を
展

開
し
て
い
る
。
２
０
１
２
年
に

「
優
秀
女
性
経
営
者
賞
」

日

刊
工
業
新
聞
社
主
催

を
受
賞

し
た
波
多
野
容
子
社
長
に
、
事

業
戦
略
な
ど
に
つ
い
て
聞
い

た
。

中
村
典
子

◇

　
―
非
常
用
発
電
設
備
の
施
工

・
販
売
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で

年
以
上
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
「
父
で
先
代
の
波
多
野
龍
吉

が
創
業
し
、
ヤ
ン
マ
ー
の
特
約

店
と
し
て
顧
客
の
す
そ
野
を
広

げ
た
。
全
国
５
０
０
０
件
以
上

の
納
入
実
績
が
あ
る
。

東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン

東

京
都
墨
田
区

に
も
納
め
た
。

現
在
、
売
上
高
の
約
９
割
は
発

電
設
備
事
業
だ
。
売
り
っ
ぱ
な

し
に
は
せ
ず
、
き
め
細
か
い
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
提
供
し
て
顧
客

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
」

　
―
近
年
は
屋
上
緑
化
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
環
境

事
業
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
自
然

を
生
か
し
、
地
球
環
境
を
汚
さ

な
い
ビ
ジ
ネ
ス
が
求
め
ら
れ

る
。

年
に
屋
上
緑
化
事
業
を

始
め
た
の
を
機
に
、
環
境
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
２
本
目
の
柱
に

位
置
づ
け
た
。
発
電
設
備
に
長

く
携
わ
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
、
太
陽
光
発
電
や
バ
イ

オ
マ
ス
ガ
ス
化
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
い
っ
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
提
案
し
て

い
る
。
持
続
性
の
あ
る
事
業
を

じ
っ
く
り
と
育
て
た
い
」

　
―

年
に
「
ハ
タ
ノ
工
業
」

か
ら
社
名
変
更
す
る
な
ど
、
企

業
イ
メ
ー
ジ
や
経
営
ビ
ジ
ョ
ン

の
刷
新
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　
「
一
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
は

年

で
消
滅
す
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
時
代
に
応
じ
て
変
化
し
な

く
て
は
生
き
残
れ
な
い
。
経
営

者
に
必
要
な
こ
と
は
、
会
社
の

将
来
を
語
れ
る
か
ど
う
か
だ
。

技
術
に
つ
い
て
は
技
術
者
に
任

せ
て
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

専
念
し
て
い
る
。

年
に
本
社

と
支
社
を
統
合
・
移
転
し
、
仕

切
り
の
な
い
開
放
的
な
オ
フ
ィ

ス
に
し
た
。
社
内
の
ス
ム
ー
ズ

な
意
思
疎
通
を
大
切
に
し
て
い

る
」

　
―
安
倍
晋
三
政
権
は
女
性
の

活
躍
推
進
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

女
性
経
営
者
と
し
て
求
め
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
「
女
性
は
体
裁
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
現
実
的
に
判
断
す
る
能
力

が
優
れ
て
い
る
。
デ
ー
タ
管
理

や
営
業
と
い
っ
た
細
か
い
配
慮

が
生
か
せ
る
職
種
に
も
適
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
重
要
な
こ
と

は
性
別
で
は
な
く
、
適
性
に
合

っ
た
役
割
を
与
え
る
こ
と
だ
。

安
倍
政
権
に
は
人
材
活
用
だ
け

で
は
な
く
、
目
先
に
と
ら
わ
れ

な
い
政
策
を
展
開
し
て
ほ
し

い
。
長
期
的
な
視
点
で
設
備
投

資
環
境
を
整
え
た
り
、
観
光
産

業
を
盛
り
上
げ
た
り
と
、
日
本

全
体
が
う
る
お
う
施
策
を
講
じ

て
ほ
し
い
」

オンリーワン技術に光明日本耐熱線工業・石塚敏夫社長　�

主
力
の
フ
ェ
ル
テ
ィ
ン
グ
装
置

　
耐
熱
線
と
は
耐
熱
絶
縁
電
線
の
こ
と

で
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
素
材
を
絶
縁
材
料
と

し
て
お
り
、
１
０
０
０
度
Ｃ
の
超
高
温

に
耐
え
ら
れ
る
。
湿
式
被
覆

装
置

実
用
新
案

を
開
発

し
、
独
自
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ

ェ
ル
テ
ィ
ン
グ
技
術
を
確
立

し
て
１
０
０
０
度
Ｃ
に
耐
え

る
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ァ
イ
バ
ー

絶
縁
電
線
を
製
品
化
し
た
。

　
日
本
耐
熱
線
工
業
は
国
内

唯
一
の
耐
熱
線
専
業
メ
ー
カ

ー
だ
。
１
９
５
４
年
に
石
黒

圭
佑
が
川
崎
市
渡
田

現
川

崎
区
渡
田

で
創
業
し
た
。

内
務
省
の
官
僚
Ｏ
Ｂ
で
、
退

官
後
、
耐
熱
絶
縁
電
線
の
製

造
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
得
し
て
都

電
の
車
両
用
モ
ー
タ
ー
コ
イ

ル
メ
ー
カ
ー
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
。
大
手
企
業
と
競
合

し
て
い
た
た
め
、
安
価
な
仕

事
し
か
受
注
で
き
ず
、
利
益

が
考
え
ら
れ
な
い
仕
事
を
し

て
い
た
。
「
な
ぜ
か
」
と
思
っ
た
が
、

本
人
が
資
産
家
だ
っ
た
か
ら
で
き
た
の

だ
ろ
う
。

　
私
は
高
校
卒
業
後
、
会
計
事
務
所
に

就
職
し
、
日
本
耐
熱
線
工
業
を
担
当
し

た
。

年
の
こ
と
だ
。
石
黒
社
長
に
は

か
わ
い
が
っ
て
も
ら
っ
た
。
重
宝
が
ら

れ
た
揚
げ
句
に
社
員
扱
い
さ
れ
て
会

社
に
呼
び
出
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

あ
っ
た
が
、
顧
客
先
の
一
つ
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。

　
し
か
し
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の

年

ご
ろ
に
状
況
が
変
わ
っ
た
。
石
黒
社
長

が
あ
る
企
業
を
代
理
店
と
し
、
原
材
料

購
入
か
ら
製
品
販
売
ま
で
の

全
て
を
委
託
し
た
こ
と
だ
。

メ
ー
カ
ー
と
し
て
主
体
性
の

な
い
経
営
が
続
け
ば
、
悪
影

響
が
出
る
。
後
で
知
っ
た
こ

と
だ
が
、
石
黒
社
長
は
病
に

侵
さ
れ
て
い
た
。
経
営
に
対

す
る
意
気
込
み
が
衰
え
、
会

社
を
閉
じ
た
い
と
い
う
気
持

ち
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

年
に
療
養
中
の
石
黒
社

長
が
亡
く
な
っ
た
。
相
続
者

へ
の
経
営
引
き
継
ぎ
が
難
し

か
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

行
き
が
か
り
か
ら
経
営
を
引

き
受
け
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
。
取
引
先
か
ら
も
「
や
め

な
い
で
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ

た
。
何
よ
り
当
時
在
籍
し
て

い
た

人
の
社
員
の
生
活
を

ど
う
す
る
と
の
心
配
の
方
が

先
に
立
っ
て
い
た
。
こ
の
時
点
で
は
大

赤
字
で
経
営
を
引
く
継
ぐ
要
素
が
皆
無

の
会
社
だ
っ
た
が
、
特
殊
な
耐
熱
電
線

と
い
う
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
技

術
に
一
筋
の
光
明
を
感
じ

た
。
何
と
か
こ
れ
を
世
の

中
に
広
め
よ
う
と
考
え

た
。

　
同
年
、
社
長
に
就
い

た
。
自
ら
の
預
金
・
不
動

産
を
担
保
提
供
し
て
金
融

機
関
か
ら
融
資
を
取
り
付

け
る
一
方
、
取
引
先
へ
の

状
況
説
明
に
明
け
暮
れ

た
。
だ
が
、
会
社
の
債
務

は
石
黒
社
長
の
個
人
的
な

も
の
を
含
め
て
年
間
売
上

高
に
匹
敵
し
て
い
た
。
再

建
に
奔
走
す
る
日
々
が
始

ま
っ
た
。

全
３
回

海
外
の
機
械
修
理
強
化
岐
阜
ス
ギ
ヤ
マ
メ
カ
レ
ト
ロ

幅広い対応力を持つ本社工場

　岐阜産業人クラブのスギヤマメカレ
トロ（岐阜県本巣市、浅野博幸社長、

）は、国内トップクラス
の工作機械の修理・改良（レトロフィ
ット）メーカー。 台以上の修理実
績を誇る。従業員数は 人で、近年
は新品の専用機にも力を入れている。
　床面積 平方 の広い本社工場
で、大小さまざまな機械や生産ライン
の修理や改良をする。修理では設計図
のない部品を新たに製作することが求
められる。豊富な実績で蓄積した部品
設計データは財産だ。８人の設計者を
置き、必要に応じて迅速に部品の図面
をつくる。
　韓国進出など海外展開も積極的。日
系の大手製造業の生産の海外シフト
で、工作機械の修理・改良の需要が伸
びている。これを受け、さらに海外事
業を強化する方針だ。工作機械単品ご
との修理・改良のほか、大手メーカー
との契約による包括的な技術サービス

にも力を入れている。
　 年８月期は売上高 億円。この
うち３割程度が新品の専用機事業が占
める。航空機の機体向け自動リベット
打ち機や炭素繊維強化プラスチック
（ＣＦＲＰ）積層装置などの受注が好
調だ。 年４月をめどに航空機分野の
品質管理規格「ＪＩＳＱ 」の取得
も目指している。

パ
ミ
ン
ド
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
に
技
術
供
与
　
　
　
　
　
　
滋
賀
平
安
製
作
所

インドネシアの車部品メーカーに
技術供与するドライブプレート

　滋賀産業人クラブの平安製作所
（滋賀県高島市、高橋鉄次社長、

）は、インドネシアの自
動車部品メーカーであるパミンド
（ジャカルタ市）と、技術供与など
の業務提携を結んだ。まず駆動系部
品のドライブプレートの生産技術を
ライセンス供与する。パミンドの生
産拠点を生かし、東南アジアに進出
している日系自動車メーカーに部品
を供給する計画だ。
　平安製作所は現地進出を検討して
いたが、投資リスクが大きいと判断
し、生産拠点がある協業先を探して
いた。一方、パミンドは自動車や２
輪車向け部品が主力の中堅メーカー
で、 年の売上高は約 億円。日
本企業の高い技術力を吸収して受注
増を狙っていたため、両社の思惑が
一致した。
　平安製作所はドライブプレートを
プレス加工で一体成形する技術を供

与する。プレート生産量を 年に現
在比２倍の年産 万個に引き上げ
る計画。技術者や営業担当をパミン
ドに派遣。技術者は生産技術のほ
か、現場改善手法や生産ラインの設
計なども支援する。営業担当はＶＡ
（価値分析）提案の手法などを指導
する。またパミンドの従業員を日本
の現場で技術研修する。
　現地に進出している日系自動車メ
ーカー２社からパミンドを通じて部
品供給する了承も得た。現地生産が
本格化する。

１２－１月の予定
　月

　

　◇６日（金）新潟産業人クラ
ブ「『 月の社長会＆忘年会』
諸橋轍次記念館視察、久須美酒
造による日本酒講座と利き酒
会」（新潟県三条市、嵐渓荘）
　◇９日（月）九州・山口産業
人クラブ「講演と忘年の会『九
州経済の動向と今後の展望（仮
題）』講師／廣實郁郎九州経済
産業局長」（福岡市博多区、博
多エクセルホテル東急）
　◇ 日（火）栃木産業人クラ
ブ「日本機械学会栃木ブロック
との交流会『技術教育における
開発課題 の取り組みとマイク
ロマシニングセンターの開発』
講師／伊藤昌樹関東職業能力開
発大学校超精密技術センター
長」（宇都宮市、ホテル東日本
宇都宮）
　◇ 日（火）名古屋産業人ク
ラブ女性部会「学習会＆年末懇
談会『情報を読む』講師／源石
和輝東海ラジオ放送アナウンサ
ー」（名古屋市東区、日刊工業
新聞社名古屋支社）
　◇ 日（火）掛川産業人クラ
ブ「勉強会＆忘年会」（静岡県
掛川市、掛川グランドホテル）
　◇ 日（火）茨城産業人クラ
ブ「忘年会」（茨城県水戸市、
山口楼）

　◇ 日（水）名古屋産業人ク
ラブ「第 回永井嘉吉記念賞選
考委員会」（名古屋市中村区、
名鉄ニューグランドホテル）
　◇ 日（水）― 日（日）九
州・山口産業人クラブ「海外見
本市・工場見学会　インドネシ
ア視察ツアー」
　

１　月
　

　◇ 日（木）神奈川産業人ク
ラブ「 年新年合同祈祷会」
（神奈川県鎌倉市、鶴岡八幡
宮）
　◇ 日（月）新潟産業人クラ
ブ「新春講演会＆新年会『ごき
げん新潟弁講座』講師／近藤丈
靖ＢＳＮ新潟放送アナウンサ
ー」（新潟市中央区・新潟グラ
ンドホテル）
　◇ 日（火）大阪産業人クラ
ブ「新春互礼会」（大阪市北
区、ＡＮＡクラウンプラザホテ
ル大阪）
　◇ 日（火）神奈川産業人ク
ラブ「賀詞交歓会＆特別講演会
『 年神奈川産業の展望（仮
題）』講師／黒岩祐治神奈川県
知事」（横浜市西区、横浜ベイ
シェラトンホテル＆タワーズ）
　◇ 日（木）名古屋産業人ク
ラブ「 年新年賀詞交歓会＆
経済講演会『中部地域の産業の
展望と課題（仮題）』講師／山
本雅史中部経済産業局長」（名
古屋市中村区、名古屋マリオッ
トアソシアホテル）

新
入
会
員

産
業
振
興
懇
談
会
を
開
催
県
幹
部
ら
と
意
見
交
換
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

会
員
の
取
引
先
拡
大
へ

サンコー、本社工場建て替え

年
前
か
ら
の
悲
願

　
大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
サ

ン
コ
ー
大
阪
市
淀
川
区
、室

井
秀
文
社
長
、
０
６
・
６
３

９
４
・
３
５
４
１

は
、
安

全
帯
を
手
が
け
る
本
社
工
場

写
真

を
建
て
替
え
て
い

る
。
２
０
１
３
年
末
に
一
部

が
完
成
し
、

年
秋
ご
ろ
に

全
面
稼
働
の
計
画
。
室
井
良

樹
会
長
は
「
１
９
４
８
年
の

創
業
時
は
編
み
機
を
製
造
し

て
い
た
。
こ
の
た
め
、
安
全

帯
の
製
造
で
は
不
便
を
感
じ

て
い
た
。
本
社
工
場
の
建
て

替
え
は

年
前
か
ら
の
悲

願
だ
っ
た
」
と
感
慨
深
げ
。

こ
の
ほ
ど
、
岡
山
県
瀬
戸
内

市
の
縫
製
工
場

サ
ン
コ
ー

製
作
所

も
完
成
し
た
。
生

産
増
強
計
画
が
形
に
な
り
つ

つ
あ
る
。
室
井
会
長
は
完
成

を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

ア
マ
ダ
の
主
力
機
械
見
学
技
術
者
と
交
流
神
奈
川
産
業
人
ク
ラ
ブ
長
野
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
名
古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
上
田
　
修
司
氏
　
上
田

公
認
会
計

事
務
所
代

表

名
古

屋
市
中
区

丸
の
内
３

の

の

清
風
ビ
ル
２
階
、

０
５
２
・
５
２
４
・
０
８
７

７
、
税
務
・
財
務
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ

　
▽
玉
井
　
徹
氏
　
マ
ル
マ

ン
社
長

愛
知
県

稲
沢
市
祖

父
江
町
野

田
堤
並

、
０
５
８
７
・
９
７
・
７

４
６
１
、
中
古
建
設
機
械
・

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
輸
出
、

フ
ァ
ー
ク
リ
フ
ト
用
ノ
ー
パ

ン
ク
タ
イ
ヤ
・
Ｏ
Ｒ
タ
イ
ヤ

・
農
耕
用
タ
イ
ヤ
の
輸
入

モ
ノ
づ
く
り

フ
ェ
ア
に
出
展

大
分
産
業
人
ク
ラ
ブ

秋
季
ゴ
ル
フ
大
会
　
　

漆
原
氏
が
優
勝

埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・

Ｔ
Ｄ
Ｕ
産
学
交
流
会

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
Ｔ

Ｄ
Ｕ
産
学
交
流
会

佐
藤
達

雄
会
長

ア
ー
ベ
ル
ソ
フ
ト

会
長

は

月

日
、
森
林

公
園
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

埼
玉

県
寄
居
町

で
、
秋
季
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
し
た
。
抜
け

る
よ
う
な
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ

た
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
中
、
会
員
や
東
京
電
機
大

学
の
関
係
者
ら
８
人
が
熱
戦

を
繰
り
広
げ
た
。
結
果
、
ラ

デ
ッ
ク
ス
取

締
役
の
漆
原

智
実
氏

写

真
左

が
ネ

ッ
ト

・

８
、
グ
ロ
ス

で
優
勝
し

た
。
漆
原
氏

は
ベ
ス
グ
ロ

賞
、
ド
ラ
コ

ン
も
二
つ
獲
得
し
た
。

　
２
位
は
バ
ン
ガ
ー
ド
シ
ス

テ
ム
ズ
社
長
の
池
野
成
雄

氏
、
３
位
は
ア
ー
ベ
ル
ソ
フ

ト
会
長
の
佐
藤
達
雄
氏
。
プ

レ
ー
後
は
表
彰
式
・
懇
親
会

を
開
き
、
和
や
か
に
産
学
交

流
を
深
め
た
。

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

増

田
文
治
会
長

マ
ス
ダ
ッ
ク

社
長

と
日
刊
工
業
新
聞
社

は

月

日
、
ラ
フ
レ
さ
い

た
ま

さ
い
た
ま
市
中
央

区

で
「
第

回
埼
玉
県
産

業
振
興
懇
談
会
」
を
開
い
た

写
真

。
会
員
ら
約

人

が
参
加
し
、
埼
玉
県
幹
部
ら

と
意
見
を
交
わ
し
た
。

　
第
１
部
は
山
中
融
産
業
労

働
部
長
や
秋
山
秀
次
郎
埼
玉

県
産
業
振
興
公
社
理
事
長
ら

県
関
係
者
９
人
が
登
壇
。
県

産
業
界
を
代
表
し
て
松
野
浩

史
エ
ム
・
テ
ッ
ク

さ
い
た

ま
市
浦
和
区

社
長
、
根
本

武
夫
幸
大
ハ
イ
テ
ッ
ク

羽

生
市

社
長
、
鈴
木
立
日
東

テ
ク
ノ
ブ
レ
ー
ン

所
沢

市

社
長
、
原
田
岳
巳
ミ
ッ

ク

日
高
市

社
長
が
質
問

し
、
海
外
展
開
、
医
療
、
補

助
金
な
ど
に
つ
い
て
真
剣
に

議
論
し
た
。

　
第
２
部
は
県
内
優
良
企
業

を
紹
介
。
三
輪
精
機

川
越

市

、
共
同
技
研
化
学

所

沢
市

、
ワ
ー
ル
ド
ツ
ー
ル

深
谷
市

、
大
槇
精
機

朝
霞
市

の
４
社
が
事
業

戦
略
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
し
た
。

　
第
３
部
の
懇
親
会
に
は
上

田
清
司
県
知
事
、
清
水
勇
人

さ
い
た
ま
市
長
、
安
藤
久
佳

関
東
経
済
産
業
局
長
、
坂
本

正
喜
関
東
財
務
局
長
ら
が
駆

け
つ
け
た
。
上
田
知
事
は

「
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
起
こ
し
て
県
経
済
を
引
っ

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か

け
た
。
上
田
知
事
ら
を
囲
ん

で
和
気
あ
い
あ
い
と
情
報
交

換
し
た
。

　
大
分
産
業
人
ク
ラ
ブ

太

田
清
利
会
長

ざ
び
え
る
本

舗
社
長

は

月

―

日

の
３
日
間
、
マ
リ
ン
メ
ッ
セ

福
岡

福
岡
市
博
多
区

で

開
か
れ
た
日
刊
工
業
新
聞
社

主
催
の
「
モ
ノ
づ
く
り
フ
ェ

ア
２
０
１
３
」
に
出
展

写

真

し
た
。
活

動
状
況
を
パ
ネ

ル
展
示
し
た
ほ

か
、
会
員
の
会

社
案
内
な
ど
を
置
き
、
新
規

会
員
の
勧
誘
や
取
引
先
の
拡

大
に
取
り
組
ん
だ
。

　
ブ
ー
ス
で
は
大
分
大
学
発

ベ
ン
チ
ャ
ー
の
ゼ
ロ
テ
ク
ノ

大
分
市

が
コ
ン
ク
リ
ー

ト
用
混
和
材
「
Ｃ
ｆ
Ｆ
Ａ
」

を
、
デ
ン
ケ
ン

大
分
県
由

布
市

が
三

相
交
流
発
生

装
置
を
、
八

光
産
業

同

中
津
市

が
グ
ラ
イ
ス
ラ
イ

ニ
ン
グ
機
器
を
紹
介
し
た
。

大
分
県
産
業
科
学
技
術
セ
ン

タ
ー

大
分
市

も
県
内
企

業
と
取
り
組
ん
で
い
る
電
磁

応
用
機
器
の
開
発
事
例
を
紹

介
。
会
員
の
取
引
先
の
関
係

者
ら
多
数
の
来
場
者
が
訪
れ

た
。
情
報
収
集
ニ
ー
ズ
に
応

じ
、
製
品
や
事
業
内
容
を
紹

介
す
る
担
当
者
の
声
に
も
力

が
入
っ
て
い
た
。

桜
製
作
所
の

家
具
工
場
見
学

四
国
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
四
国
産
業
人
ク
ラ
ブ

西

山
彰
一
会
長

宇
治
電
化
学

工
業
社
長

は

月

、

日
の
両
日
、
香
川
県
内
で
工

場
見
学
と
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

い
た
。
あ
い
に
く
の
雨
模
様

だ
っ
た
が
、
会
員
ら

人
が

参
加
し
、
高
松
市
内
で
家
具

を
製
造
し
て
い
る
桜
製
作
所

写
真
を
訪
問
し
た
。

　
ま
ず
ジ
ョ
ー
ジ
ナ
カ
シ
マ

記
念
館
で
無
垢
材
を
多
用
し

む

く

た
オ
ー
ダ
ー
家
具
や
造
り
付

け
家
具
な
ど
を
見
学
。
そ
の

後
、
５
Ｓ

整
理
、
整
頓
、

清
掃
、
清
潔
、
し
つ
け

が

徹
底
さ
れ
て
い
る
工
場
の
現

場
を
訪
問
し
た
。
職
人
の
手

作
業
に
よ
る
繊
細
な
家
具
の

製
造
、
５
Ｓ
が
行
き
届
い
た

工
場
に
、
参
加
者
は
皆
、
感

嘆
の
声
を
あ
げ
て
い
た
。
見

学
後
に
は
懇
親
会
も
開
い
て

情
報
交
換
を
し
た
。

　

日
は
坂
出
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ

香

川
県
坂
出

市

で
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
を

開
い
た
。
前

日
の
雨
模
様

か
ら
う
っ
て

か
わ
り
、
絶

好
の
ゴ
ル
フ

日
和
に
な
っ

た
。

　
熱
戦
の
結

果
、
Ｉ
Ｉ
Ｓ

協
同
組
合

広
島
市
西

区

の
畑
下

義
雄
氏
が
ネ
ッ
ト

・
２
で

優
勝
に
輝
い
た
。
準
優
勝
は

西
岡
鉄
工
所

愛
媛
県
新
居

浜
市

の
西
岡
圭
社
長
が
獲

得
し
た
。

　
掛
川
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
鈴
木
　
弘
朗
氏
　
鈴
木

商
店
社
長

静
岡
県

焼
津
市
三

ケ
名
２
５

３
、
０
５

４
・
６
２
８
・
６
１
８
３
、

ね
じ
卸
売

　
神
奈
川
産
業
人
ク
ラ
ブ
　

　
▽
平
田
　
恒
一
郎
氏
　
ナ

イ
ス
社
長

横
浜
市

鶴
見
区
鶴

見
中
央
４

の

の

１
、
０
４
５
・
５
２
１
・
６

１
６
１
、
住
宅
建
築
用
資
材

の
流
通
・
販
売
、
マ
ン
シ
ョ

ン
・
一
戸
建
て
住
宅
分
譲
事

業　
▽
藤
田
　
博
司
氏
　
湘
南

ビ
ジ
ネ
ス

マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
社
長

神
奈
川

県
藤
沢
市

南
藤
沢

の

、
三
井
住
友

海
上
藤
沢
ビ
ル
３
階
、
０
４

６
６
・
８
６
・
５
７
７
０
、

会
計
・
税
務
・
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
業

秋
季
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

松
井
氏
が
優
勝

新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

佐

藤
金
治
郎
会
長

佐
文
工
業

所
常
務

は

月
２
日
、
ノ

ー
ブ
ル
ウ
ッ
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ

新
潟
県
新
発
田
市

で

秋
季
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
い

た
。
偶
然
に
も
パ
ワ
ー
ヒ
ッ

タ
ー
の
組
、
技
巧
派
の
組
な

ど
に
分
か
れ
、
秋
晴
れ
の

中
、

人
が
腕
を
競
っ
た
。

結
果
、
ア
ド
バ
ン
エ
ン
ジ

新
潟
市
北
区

の
松
井
達

也
会
長

写
真
右

が
ネ
ッ

ト

・
６
、
グ
ロ
ス

で
優

勝
し
、
「
ま
だ

才
、
こ
れ

か
ら
も
一
生
懸
命
が
ん
ば
り

ま
す
。
来
年
は
も
う
一
回
、

優
勝
の
二
文

字
に
恵
ま
れ

た
い
」
と
喜

ん
だ
。

　
ゴ
ル
フ
会

の
関
正
廣
会

長

同
左
、

セ
キ
サ
ー
マ

ル
会
長

も

松
井
会
長
の

活
躍
を
喜
び

「
来
年
は
若

い
方
も
ぜ
ひ

頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
期
待
し
た
。

　
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
は
新
潟
工

科
大
学
産
学
交
流
会
の
井
田

増
夫
事
務
局
長
が
グ
ロ
ス

で
獲
得
し
た
。

　
神
奈
川
産
業
人
ク
ラ
ブ

三
木
治
一
会
長

三
木
プ

ー
リ
社
長

と
長
野
産
業
人

ク
ラ
ブ

太
田
哲
郎
会
長

オ
リ
オ
ン
機
械
社
長

は

月

日
、
ア
マ
ダ
・
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

神
奈

川
県
伊
勢
原
市

で
合
同
見

学
会

写
真

を
開
い
た
。

神
奈
川
産
業
人
か
ら

人
、

長
野
産
業
人
か
ら
４
人
の
計

人
が
参
加
し
た
。

　
ア
マ
ダ
の
担
当
者
か
ら
事

業
活
動
や
五
つ
の
財
産

無

借
金
、
ブ
ラ
ン
ド
、
即
納

入
、
直
販
、
イ
ン
フ
ラ

な

ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
実

機
を
展
示
し
て
い
る
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
移

動
。
約
１
時
間
か
け
て
フ
ァ

イ
バ
ー
レ
ー
ザ
マ

シ
ン
、
パ
ン
チ
・

レ
ー
ザ
複
合
マ
シ

ン
、
溶
接
シ
ス
テ

ム
と
い
っ
た
主
力

機
械
の
機
能
を
確

認
し
た
。
限
ら
れ

た
時
間
だ
っ
た

が
、
参
加
者
は
技

術
者
の
説
明
を
聞

い
て
満
足
そ
う
だ

っ
た
。

　
見
学
会
後
、
ア

マ
ダ
本
社
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
２
４
６
で
懇
親
会
を

開
き
、
交
流
を
深
め
た
。
冒

頭
、
神
奈
川
産
業
人
を
代
表

し
て
三
木
プ
ー
リ
の
伊
藤
弘

執
行
役
員
総
務
本
部
長
が

「

ア
マ
ダ
は

顧
客
と
一

緒
に
な
っ
て
課
題
を
解
決
す

る
顧
客
主
義
を
具
現
化
し
て

い
る
。
す
べ
て
を
ま
ね
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
有
意

義
な
見
学
会
だ
っ
た
」
と
振

り
返
っ
た
。
続
い
て
長
野
産

業
人
の
オ
リ
オ
ン
機
械
の
吉

岡
万
寿
男
専
務
が
「
長
野
産

業
人
は
発
足
し
て
ま
だ
３
年

目
。
今
後
も
こ
う
し
た
交
流

を
通
し
て
学
び
た
い
」
と
、

両
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
を

期
し
て
乾
杯
の
音
頭
を
と
っ

た
。
ア
マ
ダ
関
係
者
ら
を
交

え
て
歓
談
が
続
い
た
。

（ ） 　　 ２０１３年 平成２５年 １２月６日 金曜日 ☆　


